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山
鹿
素
行
と
『
易
』 

 

石 

橋 

賢 

太 

  

要 

旨 

 

山
鹿
素
行
は
、
多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
形
而
上
学
的
言
説
を
批
判
し
、
日
常
重
視
を
主
張
し
た
思
想
家
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ

に
よ
り
、
彼
の
『
易
』
を
め
ぐ
る
議
論
が
閑
却
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
素
行
の
『
易
』
の
論
を
見
て
み
る
と
、
『
河
図
』
『
洛
書
』
は
重

視
す
る
が
、
『
先
天
図
』
『
後
天
図
』
の
方
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
『
河
図
』
『
洛
書
』
は
そ
れ
ぞ
れ
単
一

の
図
で
複
数
の
数
を
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
素
行
は
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
素
行
に
と
っ
て
『
易
』
と
は
唯
一
の
体
系
を
持
っ

た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
「
天
地
」
の
一
な
る
あ
り
方
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
。
素
行
が
『
易
』
の
理
解
を
通
じ
て
批
判
し
よ

う
と
し
て
い
た
の
は
、
人
の
目
か
ら
見
え
る
こ
と
だ
け
か
ら
考
え
る
こ
と
で
、
「
天
地
」
を
段
階
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、

一
挙
に
全
体
と
し
て
の
「
天
地
」
を
捉
え
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、
人
に
認
識
で
き
る
範
囲
は
限
定
的
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
、
限
定
的
・
個
別
的
に
過
ぎ
な
い
、
個
人
の
認
識
を
普
遍
的
で
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、

素
行
が
「
全
体
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
も
の
を
見
て
み
る
と
、
素
行
は
「
言
語
」
が
「
全
体
」
に
反
す
る
も
の
と
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
全
体
」
に
反
す
る
「
言
語
文
字
」
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
素
行
に
と
っ
て
『
易
』
に
は
価
値
が
あ
る
。 
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は
じ
め
に 

  

山
鹿
素
行
（
一
六
二
二
～
一
六
八
五
）
は
、
一
般
的
に
形
而
上
学
的
言
説
を
批
判
し
、
日
常
重
視
を
主
張
し
た
思
想
家
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、素
行
が
朱
子
学
を
批
判
す
る
際
に
、朱
子
学
の
抽
象
的
、
非
日
常
的
言
説
を
攻
撃
対
象
と
し
た
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

 

（
1
）

確
か
に
、
素
行
の
著
書
の
中
に
は
そ
う
い
っ
た
言
葉
が
数
多
く
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
『
山
鹿
語
類
』
に
お
い
て
、
宋
代
の
学
問
を
次
の

よ
う
に
評
し
て
い
る
。 

 

聖
學
の
傳
、
宋
に
至
つ
て
每
に
過
高
の
病
あ
り
、
故
に
學
者
、
近
を
舎
て
て
遠
を
求
め
、
下
に
處
り
て
高
を
窺
ひ
、
心
を
空
妙
の
域

に
馳
す
。
陸
子
が
徒
、
專
ら
世
に
鳴
り
、
周
・
程
・
張
・
揚
・
羅
・
李
、
多
く
儒
を
表
に
し
て
、
其
の
標
的
は
高
尚
に
在
り
。
（
『
山

鹿
語
類
』
聖
學
三
、
雜
子
、
儒
家
者
流
、
「
朱
子
」

 
（
2
）

） 

 

宋
代
に
は
ほ
と
ん
ど
の
儒
者
が
、
近
く
の
こ
と
を
見
な
い
で
高
遠
を
求
め
、
空
虚
な
こ
と
に
心
を
配
る
誤
り
に
お
ち
い
っ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
も
っ
て
、
素
行
は
「
是
れ
よ
り
周
孔
の
道
、
疎
闊
に
し
て
、
聖
人
の
學
、
見
る
べ
き
な
し
。
宋
に
至
り
て
聖
學
大
變
す
、

其
の
説
、
異
端
に
同
じ
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
三
、
雜
子
、
儒
家
者
流
、
「
周
子
」

 

（
3
）

）
と
、
正
当
な
儒
教
の
あ
り
方
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ

た
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
素
行
は
日
常
を
重
視
し
、
形
而
上
学
を
否
定
し

た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

本
稿
で
も
、
素
行
が
日
常
を
重
視
し
た
と
い
う
こ
と
に
異
を
唱
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
一
方
で
、
日
常
重
視
を
取
上
げ
る
こ
と
に
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よ
り
、
素
行
の
思
想
の
中
で
閑
却
さ
れ
が
ち
に
な
る
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
代
表
格
と
も
い
え
る
の
が
、
素
行
の
『
易
』
を
め

ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
当
然
、
儒
者
で
あ
る
素
行
は
『
易
』
『
書
』
『
詩
』
『
禮
』
『
春
秋
』
の
五
経
を
最
大
級
に
評
価
す
る
の
だ
が
、
そ
の
五

経
の
中
で
も
素
行
が
も
っ
と
も
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
の
が
、
『
易
』
な
の
で
あ
る
。
素
行
は
『
易
』
に
つ
い
て
、
「
聖
學
は
易
に
盡
く
」

（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
二
、
致
知
、
讀
書
、
經
書
、
「
讀
易
」

 

（
4
）

）
と
い
っ
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
素
行
は
み
ず
か
ら
の
学

問
を
「
聖
學
」
と
呼
ん
で
い
た
。
す
な
わ
ち
、
素
行
の
学
問
は
『
易
』
に
極
ま
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
素
行
の
思
想
を

理
解
す
る
上
で
、
彼
の
『
易
』
に
対
す
る
認
識
を
知
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
『
易
』
と
は
非
常
に
抽
象
性
の
高
い
書
物
で
も
あ
る
。
陰
爻
と
陽
爻
の
組
合
せ
に
よ
る
六
十
四
の
卦
、
象
徴

的
な
い
い
方
に
終
始
す
る
卦
辞
・
爻
辞
、
形
而
上
学
的
性
格
を
持
つ
十
翼
な
ど
、
ど
れ
も
た
だ
ち
に
は
日
常
生
活
と
は
結
び
つ
け
が
た
い
。

そ
の
た
め
、
素
行
の
思
想
を
日
常
重
視
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
、
大
半
の
先
行
研
究
で
は
素
行
の
『
易
』
を
め
ぐ
る
議
論
が
等
閑
に

附
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
『
易
』
は
素
行
の
学
問
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
無
視
し
た

ま
ま
で
良
い
は
ず
が
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
素
行
の
『
易
』
に
対
す
る
認
識
を
読
み
解
き
、
そ
れ
に
よ
り
素
行
の
思
想
の
あ
ら
た
な

一
面
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

一
、
『
河
圖
』
『
洛
書
』
を
め
ぐ
る
議
論 

  

ま
ず
は
、
素
行
が
『
易
』
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
言
説
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
が
、
そ
の
前
に
把
握
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
が
、
素
行
の
『
易
』
の
理
解
は
朱
子
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
の
そ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
山
鹿

語
類
』
中
の
『
易
』
の
項
で
『
河
圖
』
『
洛
書
』
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
、
素
行
は
三
者
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
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三
者
と
は
、
『
易
』
の
「
繋
辭
傳
」
、
孔
安
國
、
劉
歆
な
の
だ
が
、

 

（
5
）

こ
れ
は
、
朱
子
の
『
易
學
啓
蒙
』
と
ま
っ
た
く
お
な
じ
で
あ
る
。

 

（
6
）

『
易

學
啓
蒙
』
で
も
こ
の
三
者
を
引
用
し
、
し
か
も
そ
の
引
用
範
囲
も
一
致
す
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
素
行
が
『
易
』
を
論
ず
る
に
際
し
て
、

朱
子
の
こ
と
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
朱
子
の
『
易
』
理
解
と
異
な
る
部
分
に
は
、
素
行
の
独

自
性
が
表
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
『
易
』
の
理
解
に
お
い
て
、
両
者
の
も
っ
と
も
相
違
す
る
部
分
は
ど
こ
か
。
そ
れ
は
、
『
先
天
圖
』
『
後
天
圖
』
の
扱
い
方
で

あ
る
。
「
先
天
」
「
後
天
」
の
語
は
「
繋
辭
傳
」
に
由
来
す
る
。
こ
の
「
先
天
」
「
後
天
」
の
言
葉
に
従
っ
て
『
易
』
の
卦
を
一
つ
の
図
に
配

し
た
の
が
、
『
先
天
圖
』
『
後
天
圖
』で
あ
る
。こ
の
両
図
は
そ
れ
ぞ
れ
八
卦
乃
至
六
十
四
卦
を
東
西
南
北
の
方
角
と
対
応
さ
せ
て
い
る
が
、

両
図
は
そ
れ
ぞ
れ
で
卦
の
配
し
方
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
当
然
そ
の
方
角
に
対
応
す
る
卦
も
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
先
天
圖
』

で
は
「
乾
」
の
卦
は
南
に
位
置
し
て
い
る
が
、
『
後
天
圖
』
で
は
北
西
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
先
天
圖
』
は
伏
羲
、
『
後
天
圖
』
は
文
王

の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
、
「
先
天
」
「
後
天
」
の
考
え
方
は
邵
康
節
（
一
〇
一
一
～
一
〇
七
七
）
か
ら
は
じ
ま
り
、
朱
子
も
『
易
本

義
』
や
『
易
學
啓
蒙
』
で
採
用
す
る
な
ど
し
て
、
そ
の
価
値
を
認
め
て
い
る
。
朱
子
は
、
こ
の
両
図
を
『
河
圖
』
『
洛
書
』
と
と
も
に
『
易
』

の
学
問
の
一
部
と
し
て
重
視
し
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
素
行
の
場
合
は
『
河
圖
』
『
洛
書
』
は
重
視
す
る
の
だ
が
―
こ
れ
は
朱
子
か
ら
引
継
い
だ
思
想
だ
と
考
え
れ
る
―
『
先
天
圖
』

『
後
天
圖
』
の
方
は
ほ
と
ん
ど
取
上
げ
な
い
。
『
山
鹿
語
類
』
の
中
に
は
「
伏
羲
の
一
圖
な
る
も
の
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
二
、
致
知
、

讀
書
、
經
書
、
「
讀
易
」

 

（
7
）

）
と
い
う
言
葉
も
あ
り
、
『
先
天
圖
』
の
存
在
自
体
は
否
定
し
て
い
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
朱
子
の
よ
う
に

『
先
天
圖
』
『
後
天
圖
』
を
こ
と
さ
ら
に
取
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。
こ
こ
に
は
、
素
行
の
『
易
』
理
解
の
特
色
が
表
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
素
行
も
採
用
し
て
い
る
『
河
圖
』
『
洛
書
』
に
つ
い
て
の
論
を
見
て
い
き
、
次
に
『
先
天
圖
』
『
後

天
圖
』
に
つ
い
て
の
論
を
見
て
み
よ
う
。 
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ま
ず
、
『
河
圖
』
『
洛
書
』
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
両
図
は
ど
ち
ら
も
数
に
つ
い
て
、
「
陰
陽
」
と
の
関
連
と
と
も
に
表
し
て
い
る
図

で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
「
陽
」
で
あ
る
奇
数
を
白
、
「
陰
」
の
偶
数
を
黒
の
点
で
表
し
、
『
河
圖
』
は
一
か
ら
十
、
『
洛
書
』
は
一
か
ら
九
の
数

を
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
配
し
て
い
る
。
素
行
は
、
「
河
圖
・
洛
書
の
説
、
疑
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
二
、
致
知
、
讀

書
、
經
書
、「
讀
易
」

 

（
8
）

）
と
い
い
、
両
図
の
こ
と
を
強
く
信
頼
し
て
い
る
。
何
故
こ
の
両
図
に
高
い
評
価
を
与
え
る
の
か
。
素
行
は
次
の
よ

う
に
い
う
。 

 

師
曰
く
、
繋
辭
傳
に
曰
く
、「
河
、
圖
を
出
し
、
洛
、
書
を
出
し
、
聖
人
、
之
れ
に
則
る
」
と
。
是
れ
聖
人
天
地
の
自
然
に
感
じ
て
易

を
作
る
所
以
な
り
。
河
圖
洛
書
の
圖
た
る
、
一
箇
の
龍
馬
神
龜
、
此
の
圖
を
負
ふ
。
其
の
象
、
只
だ
數
點
の
觀
る
べ
き
の
み
。
此
の

象
數
、
天
地
人
物
、
陰
陽
五
行
生
成
の
事
、
言
は
ず
し
て
既
に
相
具
は
る
。
聖
々
相
續
ぎ
、
易
の
書
、
全
し
。
而
し
て
其
の
源
流
始

末
、
此
の
圖
の
象
數
を
出
で
ず
。
後
人
作
為
の
圖
説
、
年
を
同
じ
う
し
て
語
る
べ
か
ら
ず
。
凡
そ
河
圖
・
洛
書
、
一
圖
の
間
、
數
を

以
て
差
別
を
為
す
、
而
し
て
根
を
互
に
す
。
生
成
相
因
り
て
太
極
を
一
に
す
る
な
り
。
是
れ
よ
り
萬
別
の
相
生
、
又
此
の
中
を
出
で

ず
。
周
子
の
圏
々
並
べ
置
き
て
其
の
説
を
作
為
す
る
が
如
く
な
ら
ん
や
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、「
論
濂
溪
太
極
圖
」

 

（
9
）

） 

 

素
行
は
周
濂
溪
（
一
〇
一
七
～
一
〇
七
三
）
の
『
太
極
圖
』
と
比
較
し
つ
つ
、
『
太
極
圖
』
よ
り
『
河
圖
』
『
洛
書
』
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い

る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
『
太
極
圖
』
が
「
無
極
」
→
「
太
極
」
→
「
陰
陽
」
→
「
五
行
」
→
人
→
物
を
複
数
の
図
と
し
て
連
ね
て
い
る

の
に
対
し
、

 

（
10
）

『
河
圖
』
『
洛
書
』
は
複
数
の
数
を
一
つ
の
図
で
表
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
、
複
数
の
も
の
を
単
一
の
図
で
表
す
こ
と

が
、
『
易
』
と
通
底
す
る
と
い
う
。

 

（
11
）

こ
れ
が
、
素
行
が
『
河
圖
』
『
洛
書
』
を
賞
賛
す
る
理
由
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
素
行
が
『
先
天
圖
』
『
後
天
圖
』
を
採
ら
な
い
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。
こ
の
両
図
に
つ
い
て
、
素
行
は
次
の
よ
う
に
い
う
。 
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竊
に
案
ず
る
に
、
文
王
・
周
公
・
孔
子
に
先
天
後
天
方
位
の
差
別
圖
説
な
し
。
（
中
略
）
邵
氏
、
先
天
・
後
天
の
方
位
差
別
を
説
き
て

よ
り
、
伏
羲
・
文
王
の
易
、
兩
般
に
し
て
、
後
世
以
て
附
益
し
來
る
。
夫
子
、
未
だ
之
れ
を
論
ぜ
ず
、
何
ぞ
後
世
臆
説
を
以
て
せ
ん

や
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
二
、
致
知
、
讀
書
、
經
書
、「
讀
易
」

 

（
12
）

） 

 

両
図
は
「
先
天
」
を
伏
羲
、「
後
天
」
を
文
王
の
も
の
と
す
る
こ
と
で
、
両
者
を
二
つ
の
も
の
に
分
け
て
し
ま
う
と
い
う
。
つ
ま
り
、
二
種

の
『
易
』
が
あ
る
か
の
よ
う
に
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
素
行
は
、
『
易
』
が
唯
一
な
る
体
系
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
点
を
重
視
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
『
河
圖
』
『
洛
書
』
が
単
一
の
図
で

 

（
13
）

複
数
の
も
の
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
、
複
数

の
『
易
』
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
『
先
天
圖
』
『
後
天
圖
』
は
採
用
し
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
を
踏
ま
え
、
素
行
が
『
易
』
の
ど
の
点
を
評
価
し
て
い
る
の
か
見
て
み
よ
う
。 

 

師
曰
く
、
伏
羲
の
卦
を
畫
す
る
や
、
天
地
萬
物
の
象
に
因
り
て
這
の
理
あ
り
、
故
に
天
地
の
大
な
る
、
萬
物
の
區
な
る
、
窮
む
べ
か

ら
ず
し
て
、
易
を
以
て
之
れ
を
盡
す
べ
し
。
易
の
象
數
、
又
盡
す
べ
か
ら
ず
し
て
、
天
地
萬
物
を
以
て
之
れ
を
盡
す
べ
し
。
故
に
易

は
天
地
に
先
だ
ち
天
地
に
後
る
る
な
り
。
天
地
象
を
垂
れ
、
聖
人
述
作
し
て
、
聖
學
全
く
成
り
、
人
物
生
を
遂
ぐ
。
（
『
山
鹿
語
類
』

聖
學
二
、
致
知
、
讀
書
、
經
書
、
「
讀
易
」

 

（
14
）

） 

 

素
行
は
、
『
易
』
が
「
天
地
」
と
完
全
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
先
に
見
た
、
『
河
圖
』
『
洛
書
』
と
『
先
天
圖
』
『
後
天
圖
』
と

の
議
論
か
ら
す
る
と
、
唯
一
な
る
『
易
』
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、「
天
地
」
も
ま
た
唯
一
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
よ
り
た
だ
し

く
い
え
ば
、
唯
一
な
る
「
天
地
」
と
の
対
応
を
重
視
し
た
か
ら
こ
そ
、
『
易
』
の
唯
一
性
を
強
調
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
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別
の
箇
所
で
は
「
能
く
天
地
に
通
ず
る
の
聖
人
、
天
に
先
だ
ち
天
に
後
れ
て
而
も
一
天
地
の
則
の
み
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、

「
辨
或
問
道
原
説
」

 

（
15
）

）
と
も
い
っ
て
い
る
。
「
天
」
に
先
だ
っ
て
も
、
後
れ
て
も
、
重
要
な
こ
と
は
「
一
」
な
る
「
天
地
の
則
」
に
従
う
こ

と
な
の
で
あ
る
。
先
だ
つ
か
後
れ
る
か
で
、「
天
地
」
が
二
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
。 

 

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
素
行
が
「
一
」
な
る
「
天
地
」
に
対
応
す
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
『
易
』
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
だ
が
、
「
天
地
」
が
「
一
」
で
あ
る
と
は
、
果
た
し
て
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
そ
も
そ
も
「
天
地
」
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
な
ど
あ

り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
、
素
行
が
批
判
す
る
、
宋
学
の
諸
儒
の
中
で
そ
の
よ
う
な
主
張
を
し
た
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
素
行
は
何
を
批
判
し
、
み
ず
か
ら
の
『
易
』
の
解
釈
を
作
り
上
げ
た
の
か
。
素
行
の
批
判
の
矛
先
を
知
る
こ
と
で
、
彼
の
『
易
』

の
論
に
対
す
る
理
解
も
よ
り
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
素
行
が
本
節
で
見
た
よ
う
な
議
論
を
通
し
て
、

素
行
が
何
を
批
判
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。 

 

二
、「
高
遠
」
へ
の
批
判 

  

前
節
の
考
察
を
受
け
、
本
節
で
は
素
行
が
『
易
』
の
解
釈
を
通
し
て
、
何
を
批
判
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
と
す

る
。 

 

と
こ
ろ
で
冒
頭
で
見
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
、
素
行
は
日
常
か
ら
遊
離
し
た
、
形
而
上
学
的
言
説
を
批
判
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
た
。
こ
れ
も
ま
た
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
本
稿
と
し
て
も
そ
の
見
解
自
体
に
は
異
論
は
な
い
。 

 

た
だ
し
、
こ
こ
で
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
日
常
か
ら
遊
離
し
て
い
る
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も

し
、
こ
の
「
日
常
」
な
る
も
の
を
人
の
目
に
見
え
る
範
囲
だ
け
を
意
味
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
素
行
の
考
え
方
と
齟
齬
を
き
た
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す
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
ば
、
素
行
は
『
易
』
の
論
を
通
し
て
、
人
の
目
に
見
え
る
こ
と
だ
け
か
ら
「
天
地
」
を
捉
え
よ
う
と
す
る
こ

と
を
批
判
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 
師
曰
く
、
夫
子
、
易
を
論
ず
る
に
太
極
を
以
て
し
、
理
氣
妙
合
太
極
し
て
、
此
の
一
箇
裏
に
六
十
四
卦
、
三
百
八
十
四
卦
、
其
の
象

數
、
悉
く
具
は
る
。
已
に
兩
儀
・
四
象
・
八
卦
を
發
す
る
に
及
び
、
終
に
六
十
四
卦
に
迄
る
。
人
皆
其
の
著
明
に
し
て
形
あ
る
を
執

り
て
、
而
し
て
冲
漠
無
朕
の
時
、
這
箇
の
太
極
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
故
に
或
は
理
便
ち
太
極
、
性
便
ち
太
極
と
曰
ひ
、
次
序
を
立

て
太
極
を
論
じ
て
天
地
の
先
と
為
す
に
至
る
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、「
論
易
有
太
極
」

 

（
16
）

） 

 

素
行
は
こ
こ
で
、
「
冲
漠
無
朕
」
す
な
わ
ち
人
に
は
認
識
不
可
能
な
領
域
に
、
す
で
に
『
易
』
の
す
べ
て
の
卦
爻
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
と
い

う
。
そ
の
た
め
、
人
の
目
か
ら
見
え
る
こ
と
だ
け
か
ら
考
え
よ
う
と
す
る
と
、「
太
極
」
に
対
す
る
理
解
を
誤
る
と
い
う
。
い
う
ま
で
も
な

く
、「
太
極
」
と
は
『
易
』
に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
り
、

 
（
17
）

周
濂
溪
や
朱
子
が
万
物
の
生
成
の
根
源
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ

き
は
、
そ
の
「
太
極
」
に
対
す
る
誤
解
と
し
て
、
「
太
極
」
を
論
ず
る
際
に
「
次
序
」
を
立
て
る
こ
と
、
つ
ま
り
段
階
的
な
も
の
と
し
て
し

ま
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
点
に
あ
る
。
前
節
で
見
た
、「
一
」
な
る
「
天
地
」
を
強
調
し
て
い
た
の
も
、「
天
地
」
を
段
階
に
分
解
し
て
捉

え
よ
う
と
す
る
こ
と
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

こ
の
、
段
階
に
よ
っ
て
「
天
地
」
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
へ
の
批
判
は
、
前
節
で
見
た
『
河
圖
』
『
洛
書
』
と
『
太
極
圖
』
と
の
比

較
で
も
見
え
た
考
え
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
易
』
の
論
を
通
し
て
見
る
と
、
素
行
は
「
天
地
」
を
段
階
の
存
在
し
な
い
、
一
段
の
も
の
と

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
そ
れ
で
は
何
故
、
目
に
見
え
る
こ
と
だ
け
か
ら
考
え
る
と
段
階
的
な
見
方
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。 
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然
し
て
生
と
行
と
合
し
て
一
と
為
る
底
は
、
太
極
の
謂
な
り
。
太
極
未
分
の
時
、
象
數
悉
く
具
は
つ
て
闕
如
す
る
所
な
く
、
此
の
裏

面
、
先
後
次
序
の
謂
ふ
べ
き
な
し
。
故
に
天
地
人
物
、
只
だ
一
氣
に
し
て
、
共
に
出
生
し
來
る
な
り
。
若
し
先
後
次
序
を
言
は
ば
、

則
ち
第
二
義
に
落
ち
、
作
為
造
設
に
渉
り
了
る
。
是
れ
天
地
自
然
の
道
な
り
。
今
、
民
生
日
用
を
以
て
之
れ
を
謂
は
ば
、
乃
ち
已
む

こ
と
を
得
ざ
る
の
言
あ
り
。
是
れ
兩
儀
を
生
じ
四
象
を
生
ず
る
の
謂
な
り
。
故
に
日
用
流
行
底
、
未
だ
嘗
て
そ
の
次
序
な
く
ん
ば
あ

ら
ず
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
七
、
五
行
、
「
辨
或
問
五
行
説
」

 

（
18
）

） 

 

「
天
地
」
に
は
本
来
「
次
序
」
は
存
在
し
な
い
が
、
人
の
生
活
世
界
に
は
「
次
序
」
が
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
。
「
繋
辭
傳
」
に

お
い
て
、
「
太
極
」
→
「
兩
儀
」
→
「
四
象
」
と
い
う
順
番
が
い
わ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
た
め
だ
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
天
地
」
自

体
に
は
順
序
は
な
い
の
だ
が
、
人
は
順
序
に
よ
っ
て
し
か
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
人
の
認
識
可
能
な
も
の
か

ら
「
天
地
」
を
捉
え
よ
う
と
す
る
と
、
段
階
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
素
行
の
思
想
で
は
段
階
の
な
い
自
然
の
「
天

地
」
と
段
階
に
よ
る
し
か
な
い
人
の
生
活
世
界
と
い
う
二
重
の
構
造
が
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
素
行
が
日
常
か
ら
遊
離
す
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
は
段
階
に
よ
っ
て
し
か
認
識
で
き
な
い
と
い
う
前

提
に
立
つ
こ
と
を
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
な
ら
ば
段
階
に
よ
っ
て
い
る
、
周
濂
溪
や
朱
子
の
ど
こ
が
間
違
っ

て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
あ
く
ま
で
人
に
認
識
可
能
な
範
囲
と
い
う
、
先
の
構
造
で
い
う
と
こ
ろ
の
片
面
だ
け
し
か
見
て
い
な
い

か
ら
な
の
で
あ
る
。
本
来
の
「
天
地
」
と
は
異
な
る
、
限
定
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
た
か
も
そ
れ
が
「
天
地
」
全

体
に
通
用
す
る
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
做
す
点
を
素
行
は
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
、
素
行
が
強
く
批
判
す
る
「
自
得
」
に
つ
い
て
の
論
を
見
て
み
よ
う
。 
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愚
謂
へ
ら
く
、
學
は
必
ず
自
得
を
立
つ
べ
か
ら
ず
。
自
得
す
れ
ば
乃
ち
畫
ら
れ
て
進
ま
ず
。
所
謂
學
者
の
自
得
は
多
く
意
見
に
落
在

し
て
、
猶
ほ
異
端
の
悟
覺
を
言
ふ
が
ご
と
し
。
（
中
略
）
少
し
く
自
得
を
立
つ
れ
ば
、
乃
ち
意
見
理
を
壓
し
、
聖
教
私
に
陷
り
、
下
問

を
恥
ぢ
、
高
話
に
甘
へ
、
無
星
差
寸
の
量
を
以
て
事
物
を
充
つ
。
是
れ
邪
説
暴
行
の
世
を
誣
ひ
民
を
惑
は
す
な
り
。
自
得
の
説
、
最

も
畏
る
べ
し
。
後
世
、
學
者
の
蔽
、
此
れ
よ
り
大
な
る
は
な
し
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
二
、
致
知
、
学
問
、「
學
蔽
」

 

（
19
）

） 

 

「
自
得
」
と
は
、
み
ず
か
ら
の
力
で
認
識
を
得
る
こ
と
を
い
う
。
素
行
は
こ
の
引
用
文
に
限
ら
ず
、
た
び
た
び
「
自
得
」
を
批
判
し
て
い

る
。
た
だ
、「
自
得
」
を
批
判
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
み
ず
か
ら
の
手
で
何
ら
か
の
認
識
を
得
る
こ
と
自
体
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
素
行
が
批
判
し
て
い
る
の
は
、
誤
れ
る
認
識
を
押
通
そ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
く
ま
で
個
人
に
よ
る
、
個
別
的
な
も

の
に
過
ぎ
な
い
認
識
を
あ
た
か
も
普
遍
性
が
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

無
論
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
素
行
の
思
想
で
は
「
天
地
」
を
全
体
と
し
て
一
挙
に
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
認
識
の

個
別
性
を
超
越
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
自
己
の
認
識
が
あ
く
ま
で
個
人
的
・
個
別
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
素
行
が
日
常
か
ら
遊
離
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
、
そ
の
内
実
も
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
素
行
が
批
判
し
て
い
る
の

は
、
個
別
的
な
認
識
に
過
ぎ
な
い
も
の
を
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
あ
た
か
も
普
遍
的
で
あ
る
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

素
行
が
い
っ
て
い
る
の
は
、
先
行
研
究
で
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
所
謂
形
而
上
学
の
批
判
な
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
素
行
は
こ
の
世
界
に

存
在
す
る
、
目
に
見
え
な
い
要
素
を
重
ん
じ
て
い
た
と
い
っ
て
良
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
素
行
は
日
常
か
ら
遊
離
す
る
こ
と
を
き
び
し
く
批

判
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
多
く
の
先
行
研
究
で
は
こ
の
点
が
見
え
て
い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 
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三
、
『
易
』
と
「
全
體
」 

  

前
節
の
考
察
に
よ
り
、
素
行
が
個
別
的
な
も
の
を
普
遍
で
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

し
か
し
、
前
節
の
考
察
が
た
だ
し
い
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
次
の
よ
う
な
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
人
に
は
「
天
地
」
を
段
階
に
よ
っ

て
部
分
的
に
し
か
認
識
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
素
行
は
部
分
を
越
え
た
全
体
と
し
て
の
「
天
地
」
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
の
疑
問
を
考
え
る
た
め
に
、
素
行
が
「
全
體
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
も
の
を
見
る
こ
と
と
す
る
。 

 

師
曰
く
、
聰
明
睿
知
、
思
う
て
通
ぜ
ざ
る
な
き
者
は
聖
人
な
り
。
人
の
大
原
は
聖
人
な
り
。
聖
人
の
大
原
と
す
る
所
は
天
地
に
在
り
。

聖
人
の
道
、
更
に
造
作
す
る
こ
と
な
し
。
乾
坤
又
簡
易
な
り
、
而
し
て
分
殊
あ
り
次
序
あ
り
。
學
者
、
言
語
を
以
て
聖
人
を
觀
て
其

の
實
を
認
め
ず
、
言
を
待
た
ず
し
て
著
名
な
る
こ
と
あ
る
を
知
ら
ず
。
夫
子
曰
く
、「
予
れ
言
ふ
こ
と
な
か
ら
ん
と
欲
す
、
天
何
を
か

言
ふ
や
、
四
時
行
は
れ
百
物
生
る
」
と
。
是
れ
直
に
全
體
を
指
し
て
日
用
造
作
す
る
こ
と
な
き
の
謂
な
り
。
若
し
言
語
を
認
む
る
と

き
は
、「
天
何
を
か
言
ふ
や
」
の
語
に
因
つ
て
、
又
手
を
下
し
工
夫
造
作
し
て
訛
謬
に
陷
つ
て
終
に
高
見
を
為
す
に
到
り
、
異
見
于
に

立
ち
、
異
端
于
に
溺
る
。
夫
子
を
以
て
師
と
為
し
親
炙
す
る
を
、
猶
ほ
日
用
を
棄
て
て
異
問
を
為
し
異
言
を
求
む
。
人
の
道
に
遠
ざ

か
る
こ
と
、
此
の
如
し
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
学
十
一
、
大
原
、「
論
道
大
原
」

 

（
20
）

） 

 

素
行
は
、
「
人
」
が
「
高
見
」
、
す
な
わ
ち
高
遠
な
も
の
の
見
方
に
な
っ
て
し
ま
う
要
因
は
「
言
語
」
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
「
言
語
」
に
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よ
っ
て
認
識
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、「
天
地
」
に
も
と
づ
い
て
い
る
「
聖
人
の
道
」
と
背
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
そ
の
「
聖
人
の
道
」

と
は
、
『
論
語
』
に
お
け
る
孔
子
の
言
葉
の
よ
う
に
、
直
截
に
「
全
體
」
を
指
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
素
行
に
と
っ
て
「
言
語
」
と

は
「
全
體
」
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

し
か
し
、「
言
語
」
が
「
全
體
」
に
反
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
が
。
こ
の
よ
う
な
例
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
『
配
所
殘
筆
』

に
お
け
る
、
朱
子
学
や
仏
教
に
対
し
て
素
行
が
感
じ
た
次
の
よ
う
な
違
和
感
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

或
は
仁
を
體
認
す
る
と
き
は
一
日
の
間
に
天
下
の
事
、
相
濟
候
と
存
じ
、
或
は
慈
悲
を
本
に
仕
候
へ
ば
、
過
去
遠
々
の
功
徳
に
成
候

と
ま
で
申
候
て
、
實
は
世
間
と
學
問
と
は
別
の
事
に
成
候
。
（
『
配
所
殘
筆
』

 

（
21
）

） 

 

素
行
は
、
多
く
の
儒
者
や
仏
教
者
が
「
仁
」
や
「
慈
悲
」
を
い
っ
た
言
葉
だ
け
を
守
れ
ば
良
い
と
考
え
、
実
際
に
は
現
実
に
対
応
で
き
て

い
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
多
く
の
儒
者
や
仏
教
者
が
個
々
の
事
例
の
個
別
性
を
見
ず
に
、
す
べ
て
を
同
一
の
言
葉
か
ら
捉
え

よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
言
葉
が
個
別
性
を
見
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
素
行
の
い
う
、「
言
語
」

が
「
全
體
」
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
「
言
語
」
を
用
い
る
こ
と
こ
そ
、
素
行
の
批
判

す
る
、
個
別
の
個
別
性
を
見
失
い
個
別
に
過
ぎ
な
い
も
の
を
普
遍
で
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
「
言
語
」
の
意
義
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
言
語
を
否
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

世
に
無
数
に
存
在
す
る
書
物
、
特
に
四
書
五
経
な
ど
の
経
書
も
無
意
味
で
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
無
論
、
そ
う
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
「
聖
人
」
か
ら
遠
く
隔
た
っ
た
時
代
に
生
れ
た
者
た
ち
が
「
聖
人
」
の
言
行
を
知
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
を
書
記
し
た
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書
物
に
頼
る
以
外
に
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
素
行
も
経
書
の
意
義
を
最
大
級
に
強
調
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
経
書
と
い
う
の
は
言
語

で
書
か
れ
な
が
ら
も
、
非
言
語
的
だ
と
い
う
、
相
矛
盾
す
る
性
格
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。 

 
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
素
行
が
『
易
』
を
極
め
て
重
視
す
る
理
由
も
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
『
河
圖
』
『
洛
書
』
の
議
論
に
典
型
的
に

表
れ
て
い
た
よ
う
に
、
素
行
に
と
っ
て
『
易
』
と
は
ま
さ
に
「
全
體
」
を
直
截
指
示
し
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
素
行
は
い
う
。 

 

凡
そ
文
字
の
詳
に
す
べ
き
な
く
、
言
語
の
盡
す
べ
き
も
の
な
き
と
き
は
、
乃
ち
象
あ
り
數
あ
り
て
、
以
て
其
の
蘊
奥
を
著
明
す
る
に

足
れ
り
。
天
地
萬
物
の
言
語
文
字
な
き
と
き
は
、
皆
象
數
を
以
て
そ
の
情
を
發
す
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
二
、
致
知
、
讀
書
、
經
書
、

「
讀
易
」

 

（
22
）

） 

 

『
易
』
と
は
「
文
字
言
語
」
の
な
い
と
き
に
、「
聖
人
」
が
直
截
「
天
地
」
を
見
て
作
り
上
げ
た
も
の
な
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
価
値
の

あ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
素
行
は
次
の
よ
う
に
も
い
う
。 

 

或
ひ
と
問
ふ
、
道
の
大
原
は
學
者
の
趣
向
を
底
止
し
て
雜
駁
な
ら
し
め
ざ
る
所
以
な
ら
ば
、
聖
人
何
ぞ
易
を
以
て
恆
に
論
ぜ
ず
し
て
、

唯
だ
詩
・
書
・
執
禮
を
以
て
す
る
や
。 

師
曰
く
、
日
用
躬
行
の
實
は
、
是
れ
學
者
の
急
務
に
し
て
大
原
の
次
序
な
り
。
彼
の
易
は
直
に
全
體
を
指
し
淵
源
を
著
明
す
る
の
書

に
し
て
、
盡
せ
り
至
れ
り
。
初
學
の
徒
の
速
か
に
通
ず
る
所
に
非
ず
。
人
各
々
急
務
あ
り
、
急
務
を
先
に
し
て
大
原
を
失
は
ざ
る
は
、

是
れ
聖
人
の
教
ふ
る
所
な
り
。
易
は
聖
々
相
傳
へ
て
、
是
れ
を
以
て
萬
世
の
師
と
為
す
所
以
な
り
。
故
に
恆
に
解
か
ざ
る
な
り
。
（
『
山
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鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、「
辨
或
問
道
原
之
説
」

 

（
23
）

） 

 
ま
さ
に
こ
こ
に
お
い
て
、
素
行
は
『
易
』
が
直
截
「
全
體
」
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
『
易
』
は
こ
の
よ
う
に
「
全

體
」
を
指
示
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
通
常
の
言
語
で
書
か
れ
た
他
の
経
書
、
『
詩
』
『
書
』
『
禮
』
な
ど
よ
り
も
特
別
な
位
置
が
与
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が
、
冒
頭
で
見
た
よ
う
に
「
聖
學
は
易
に
盡
く
」
と
ま
で
素
行
が
断
言
す
る
理
由
な
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
ま
で
見
て
く
れ
ば
、
素
行
が
日
常
を
重
視
し
て
い
る
か
ら
と
し
て
、
『
易
』
の
論
を
取
上
げ
な
い
こ
と
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
素
行
に
は
、
日
常
に
対
す
る
独
自
の
ま
な
ざ
し
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
ま
な
ざ
し
に
お
い
て
『
易
』
は
日
常
と
矛
盾
す

る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
後
素
行
の
思
想
を
研
究
す
る
上
で
は
『
易
』
の
解
釈
に
表
れ
る
、
彼
の
考
え
方
を
念
頭
に
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。 

 

お
わ
り
に 

  

本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
、
素
行
の
『
易
』
に
対
す
る
解
釈
を
読
み
解
い
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
素
行
の
言
語
観
や
「
全
體
」
に
つ
い
て
な

ど
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
議
論
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
こ
ま
で
は
『
山
鹿
語
類
』
を
中
心
に
議
論
を
進
め
て
き
た
が
、
最
後
に
本
稿
の
考
察
が
素
行
の
他
の
著
作
の
読
解
に
も
寄
与
す
る
可

能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。 

 

た
と
え
ば
、
『
山
鹿
語
類
』
よ
り
四
年
後
に
書
か
れ
た
『
中
朝
事
實
』
で
も
「
外
朝
の
文
字
の
祖
は
易
を
以
て
本
と
為
し
」
（
『
中
朝
事

實
』
禮
儀
章
）

 

（
24
）

と
い
っ
て
い
る
。
『
中
朝
事
實
』
と
い
え
ば
、
通
常
は
日
本
主
義
の
こ
と
ば
か
り
が
い
わ
れ
、
そ
の
よ
う
な
論
は
注
目
さ
れ
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な
い
。
だ
が
、
同
書
の
中
に
は
文
字
に
つ
い
て
の
議
論
も
あ
る
。
引
用
で
は
中
国
の
文
字
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
が
、
当
然
日
本
の
文
字

に
も
言
及
し
て
い
る
。
本
稿
で
の
『
易
』
を
通
し
て
の
言
語
や
文
字
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
そ
の
よ
う
な
議
論
を
読
み
解
く
上
で
有
効
に

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

ま
た
、
本
稿
で
の
考
察
が
も
っ
と
も
有
効
に
働
く
と
考
え
ら
れ
る
の
が
『
原
源
發
機
』
で
あ
る
。
成
立
年
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
山

鹿
流
兵
学
の
秘
伝
中
の
秘
伝
で

 

（
25
）

も
あ
る
同
書
は
、
「
素
行
哲
學
の
最
高
峯
」

 

（
26
）

と
も
い
わ
れ
る
。
だ
が
、
同
書
は
そ
の
難
解
な
内
容
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
十
分
な
研
究
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し
、
『
原
源
發
機
』
及
び
、
素
行
自
身
の
注
釈
で
あ
る
『
原
源
發
機
諺
解
』
を
見
る
と
象
形
文
字
に
似
た
も
の
や
、
数
字
を
そ
れ
ぞ

れ
の
位
置
に
配
し
た
独
自
の
図
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
『
易
』
の
学
問
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
注
目
す

べ
き
点
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

凡
そ
萬
物
、
皆
其
の
妙
あ
り
、
盡
す
に
言
を
以
て
す
べ
か
ら
ず
。
況
や
天
地
の
機
、
豈
に
言
語
を
以
て
之
れ
を
泄
す
べ
け
ん
や
。
（
『
原

源
發
機
諺
解
』
上
巻
）

 

（
27
）

 

 

こ
こ
で
も
、
素
行
は
「
天
地
」
と
「
言
語
」
と
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
本
稿
で
見
た
『
易
』
を
め
ぐ
る
議
論
と
軌

を
一
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
易
』
に
お
け
る
議
論
の
延
長
線
上
に
『
原
源
發
機
』
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ

れ
を
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
る
ほ
ど
の
準
備
は
な
い
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
本
稿
を
締
め
括
る
こ
と
と
す
る
。 

 

本
稿
は
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
（
若
手
）
「
山
鹿
素
行
関
連
文
献
の
基
礎
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 
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〔
注
〕 

（
1
）
た
と
え
ば
清
原
貞
雄
は
、
朱
子
学
批
判
に
転
じ
た
後
の
素
行
の
思
想
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
「
極
め
て
簡
易
平
明

で
あ
つ
て
何
等
の
奇
説
も
な
い
。
斯
く
簡
易
平
明
な
の
が
古
聖
人
の
本
領
で
あ
つ
て
、
之
で
こ
そ
何
人
に
も
實
行
し
易
く
、
萬
人

日
用
に
供
す
る
事
が
出
来
る
。
後
世
の
儒
者
の
如
く
、
平
明
な
る
も
の
を
わ
ざ
と
六
ケ
し
く
論
じ
立
て
ゝ
は
古
聖
人
の
旨
に
違
ひ
、

又
普
通
の
人
に
は
容
易
に
用
ゐ
ら
れ
ぬ
も
の
に
な
つ
て
終
ふ
。
」
（
清
原
貞
雄
『
思
想
的
先
覺
者
と
し
て
の
山
鹿
素
行
』
藤
井
書
店
、

一
九
三
〇
、
一
五
五
頁
）
ま
た
、
近
年
の
も
の
で
は
立
花
均
『
山
鹿
素
行
の
思
想
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
七
）
に
お
い
て
、

立
花
は
素
行
に
つ
い
て
「
朱
子
が
形
而
上
界
に
想
定
す
る
究
極
的
一
理
を
否
定
し
、
現
実
界
に
閉
じ
た
所
で
議
論
を
展
開
し
て
い

る
」
と
し
、
朱
子
学
に
対
抗
し
て
「
日
用
」
重
視
の
思
想
を
打
ち
出
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
形
而
上
界

に
至
善
な
も
の
を
想
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
用
の
工
夫
を
道
徳
的
に
価
値
づ
け
よ
う
と
す
る
の
は
、
日
用
の
工
夫
そ
れ
自
体
に

は
究
極
的
な
道
徳
的
価
値
を
認
め
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
、
日
用
の
工
夫
の
価
値
を
貶
め
る
よ
う
な
形
而

上
的
工
夫
は
、
道
徳
の
学
か
ら
は
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
道
徳
の
学
を
実
現
す
る
に
は
、
道
徳
の

学
に
形
而
上
的
工
夫
が
取
り
込
ま
れ
て
く
る
以
前
の
、
孔
子
の
古
に
復
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
一
九
〇
頁
）
そ
の
他
、
同
様

の
解
釈
を
す
る
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。 

（
2
）
廣
瀬
豊
篇
『
山
鹿
素
行
全
集 

思
想
篇
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
）
―
以
下
、
『
全
集
』
と
略
記
―
第
九
巻
二
六
五
～
二
六
六
頁
。

な
お
、
『
山
鹿
語
類
』
の
引
用
は
基
本
的
に
は
『
全
集
』
を
用
い
た
が
、
素
行
会
篇
『
山
鹿
語
類
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
一
）

に
よ
っ
て
、
校
合
し
た
。 

（
3
）
同
右
二
四
〇
頁 

（
4
）
同
右
一
七
一
頁 
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（
5
）「
師
曰
く
、
易
の
大
傳
に
曰
く
、「
河
、
圖
を
出
し
、
洛
、
書
を
出
し
、
聖
人
、
之
れ
に
則
る
」
と
。
孔
安
國
（
割
注
略
）
曰
く
「
河

圖
は
伏
羲
氏
天
下
に
王
た
り
し
と
き
、
龍
馬
、
河
に
出
で
、
遂
に
其
の
文
に
則
り
て
以
て
八
卦
を
畫
す
。
洛
書
は
禹
、
水
を
治
む

る
の
時
、
神
龜
、
文
を
負
ひ
て
背
に
列
す
、
數
あ
り
て
九
に
至
る
、
禹
、
遂
に
因
り
て
之
れ
を
第
で
て
以
て
九
類
を
成
す
」
と
。

劉
歆
が
云
ふ
、「
伏
羲
氏
、
天
に
繼
ぎ
て
王
た
り
、
河
圖
を
受
け
て
之
れ
を
盡
す
、
八
卦
是
れ
な
り
。
禹
、
洪
水
を
治
め
て
洛
書

を
賜
は
り
、
法
つ
て
之
れ
を
陳
ぶ
。
九
疇
是
れ
な
り
。
河
圖
・
洛
書
、
經
緯
を
相
為
し
、
八
卦
・
九
章
、
表
裏
を
相
為
す
」
と
」

（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
二
、
致
知
、
讀
書
、
經
書
、
「
讀
易
」
『
全
集
』
第
九
巻
、
一
七
八
頁
） 

（
6
）
『
易
學
啓
蒙
』
に
つ
い
て
は
、
吾
妻
重
二
『
朱
子
学
の
新
研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
）
第
二
部
第
二
篇
第
一
章
「
朱
熹
の
象
數

易
學
と
そ
の
意
義
」
参
照
。
ま
た
、
朱
子
の
『
易
』
の
論
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
由
次
郎
「
朱
子
と
易
」
（
『
朱
子
学
大
系
』
第
一

巻
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
四
）
参
照
。 

（
7
）
『
全
集
』
第
九
巻
、
一
七
六
頁 

（
8
）
同
右
、
一
七
八
頁 

（
9
）
『
全
集
』
第
十
巻
、
三
八
六
頁 

（
10
）
『
易
』
は
『
河
圖
』
『
洛
書
』
を
参
照
し
て
作
ら
れ
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
の
だ
が
、
素
行
は
「
聖
人
の
卦
畫
を
為
り
疇
數
を
為
る
、

何
ぞ
圖
・
書
の
象
數
を
必
と
せ
ん
や
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
二
、
致
知
、
讀
書
、
經
書
、「
讀
易
」
、
『
全
集
』
第
九
巻
、
一
八
〇

頁
）
と
い
い
、
そ
の
よ
う
な
見
方
は
取
っ
て
い
な
い
。 

（
11
）
客
観
的
に
見
れ
ば
、
『
太
極
圖
』
も
全
体
と
し
て
一
つ
の
図
と
見
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
素
行
は
そ
の
よ
う
な
見
方
は
取
ら
な
い
。

あ
く
ま
で
複
数
の
図
が
連
な
っ
た
も
の
と
見
る
。 

（
12
）
『
全
集
』
第
九
巻
、
一
七
六
頁 
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（
13
）
同
右
一
七
〇
～
一
七
一
頁 

（
14)

『
全
集
』
第
十
巻
、
三
五
五
頁 

（
15
）
『
河
圖
』
『
洛
書
』
も
二
つ
の
図
な
の
だ
が
、
素
行
は
そ
の
点
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。
『
易
學
啓
蒙
』
で
は
『
河
圖
』
と 

 
 

 

『
洛
書
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
素
行
の
記
述
を
見
る
と
そ
の
よ
う
な
問
題
は
存
在
し
な
い
か
の

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
今
は
今
後
の
課
題
と
す
る
し
か
な
い
。 

（
16
）
『
全
集
』
巻
十
巻
、
三
六
一
頁 

（
17
）
『
易
』
繋
辭
上
第
十
一
章
「
是
故
易
有
太
極
。
是
生
兩
儀
、
兩
儀
生
四
象
、
四
象
生
八
卦
。
八
卦
定
吉
凶
、
吉
凶
生
大
業
」 

（
18
）
『
全
集
』
第
十
巻
、
三
五
～
三
六
頁 

（
19
）
『
全
集
』
第
九
巻
、
一
二
〇
～
一
二
一
頁 

（
20
）
『
全
集
』
第
十
巻
、
三
四
九
頁
。
な
お
、「
夫
子
曰
く
」
と
は
『
論
語
』
陽
貨
篇
「
子
曰
、
予
欲
無
言
。
子
貢
曰
、
子
如
不
言
、
則

小
子
何
述
焉
。
子
曰
、
天
何
言
哉
。
四
時
行
焉
、
百
物
生
焉
。
天
何
言
哉
」 

（
21
）
『
全
集
』
第
十
二
巻
、
五
九
四
頁 

（
22
）
『
全
集
』
第
九
巻
、
一
八
〇
頁 

（
23
）
『
全
集
』
第
十
巻
、
三
五
七
～
三
五
八
頁 

（
24)

『
全
集
』
第
十
三
巻
、
一
五
六
頁
。
な
お
、
『
中
朝
事
實
』
は
、
『
全
集
』
を
素
行
文
庫
所
蔵
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
。 

（
25
）
石
岡
久
夫
『
山
鹿
素
行
兵
法
学
の
史
的
研
究
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
八
〇
）
参
照
。 

（
26
）
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
『
原
源
發
機
』
の
廣
瀬
豊
に
よ
る
「
解
題
並
凡
例
」
（
三
九
五
頁
） 

（
27
）
『
全
集
』
第
十
四
巻
、
四
四
四
～
四
四
五
頁
。
な
お
、
『
原
源
發
機
諺
解
』
は
平
戸
資
料
館
所
蔵
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
。 
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